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文
法
の
ま
と
め

歌
の
言
葉　

栄
光
の
架
橋　
［
歌
］
ゆ
ず

	

グ
ル
ー
プ
新
聞
　 

一
年
間
の
自
分
と
ク
ラ
ス
を
振
り
返
っ
て

漢
字
を
身
に
つ
け
よ
う
❾

読
み
方
を
学
ぼ
う
8

語
り
手
・
視
点

少
年
の
日
の
思
い
出 

　

ヘ
ル
マ
ン
＝
ヘ
ッ
セ
［
訳
］
高
橋
健
二

漢
字
を
身
に
つ
け
よ
う
❽

	

意
見
文
　 

根
拠
を
明
確
に
し
て
考
え
を
述
べ
る

言
葉
発
見
⑤　

方
言
と
共
通
語

読
み
方
を
学
ぼ
う
7

要
約

意
味
と
意
図 

─
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
考
え
る　
川
添
愛

漢
字
を
身
に
つ
け
よ
う
❼

読
書
活
動 

　

ブ
ッ
ク
ク
ラ
ブ

読
み
方
を
学
ぼ
う
6

情
景
描
写

ト
ロ
ッ
コ　
芥
川
龍
之
介

	

詩
　
思
い
や
発
見
を
リ
ズ
ム
に
乗
せ
る

言
葉
発
見
④　

比
喩
・
倒
置
・
反
復
・
対
句
・
体
言
止
め

読
み
方
を
学
ぼ
う
5

詩
の
表
現
技
法

そ
れ
だ
け
で
い
い　
杉
み
き
子

漢
字
を
身
に
つ
け
よ
う
❻

文
法
の
窓
２　

単
語
の
類
別
・
品
詞

	

行
事
案
内
リ
ー
フ
レ
ッ
ト	

必
要
な
情
報
を
わ
か
り
や
す
く
伝
え
る

「
み
ん
な
で
い
る
か
ら
大
丈
夫
」
の
怖
さ

　

山
村
武
彦

防
災
に
関
す
る
デ
ー
タ

複
数
の
情
報
を
関
連
づ
け
て

考
え
を
ま
と
め
る

漢
字
を
身
に
つ
け
よ
う
❺

漢
字
の
し
く
み
３　

漢
字
の
音
と
訓

漢
文
の
読
み
方　

訓
読
の
仕
方

故
事
成
語
─
矛
盾

表
現
プ
ラ
ザ 

 

変
わ
り
身
の
上
話

古
文
の
読
み
方　

古
典
の
仮
名
遣
い

竹
取
物
語

月
を
思
う
心

漢
字
を
身
に
つ
け
よ
う
❹

	

ス
ピ
ー
チ	

構
成
を
工
夫
し
て
魅
力
を
伝
え
る

言
葉
発
見
③　

接
続
す
る
語
句
・
指
示
す
る
語
句

読
み
方
を
学
ぼ
う
4

三
角
ロ
ジ
ッ
ク

玄
関
扉　
渡
辺
武
信

漢
字
を
身
に
つ
け
よ
う
❸

私
の
読
書
体
験 

　

本
を
読
む
こ
と
の
お
も
し
ろ
さ　

又
吉
直
樹

	

随
筆
　
体
験
に
向
き
合
い
意
味
づ
け
る

漢
字
の
し
く
み
２　

部
首
と
成
り
立
ち

読
み
方
を
学
ぼ
う
3

行
動
描
写

字
の
な
い
葉
書　
向
田
邦
子

文
法
の
窓
１　

言
葉
の
単
位
・
文
節
の
関
係

読
み
方
を
学
ぼ
う
2

人
物
相
関
図

空
中
ブ
ラ
ン
コ
乗
り
の
キ
キ　
別
役
実

漢
字
を
身
に
つ
け
よ
う
❷

言
葉
発
見
②　

話
し
言
葉
と
書
き
言
葉

	

レ
ポ
ー
ト
　
調
べ
た
こ
と
を
整
理
し
て

わ
か
り
や
す
く
ま
と
め
る

漢
字
の
し
く
み
１　

活
字
と
手
書
き
文
字
・
画
数
・
筆
順

ク
ジ
ラ
の
飲
み
水　
大
隅
清
治

読
み
方
を
学
ぼ
う
1

説
明
文
の
基
本
構
造

ペ
ン
ギ
ン
の
防
寒
着　
上
田
一
生

漢
字
を
身
に
つ
け
よ
う
❶

言
葉
発
見
①　

音
声
の
し
く
み
と
は
た
ら
き

	

グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
　
話
題
や

展
開
に
そ
っ
て
話
し
合
い
を
つ
な
げ
る

竜　
今
江
祥
智

朝
の
リ
レ
ー　
谷
川
俊
太
郎
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文
法
の
ま
と
め

歌
の
言
葉　

365
日
の
紙
飛
行
機
［
歌
］
Ａ
Ｋ
Ｂ
48

	

情
報
誌
　
地
域
の
魅
力
を
振
り
返
っ
て

漢
字
を
身
に
つ
け
よ
う
❾

読
み
方
を
学
ぼ
う
8

心
内
語

走
れ
メ
ロ
ス　
太
宰
治

漢
字
を
身
に
つ
け
よ
う
❽

	

論
説
文	

構
成
を
工
夫
し
て
考
え
を
伝
え
る

漢
字
の
し
く
み
２　

熟
語
の
読
み

読
み
方
を
学
ぼ
う
7

例
示

動
物
園
で
で
き
る
こ
と　
奥
山
英
登

漢
字
を
身
に
つ
け
よ
う
❼

	

創
作
文	

読
み
た
く
な
る
し
く
み
を
工
夫
を
す
る

読
書
活
動 

　

ビ
ブ
リ
オ
バ
ト
ル

読
み
方
を
学
ぼ
う
6

象
徴

小
さ
な
手
袋　
内
海
隆
一
郎

言
葉
発
見
④　

類
義
語
・
対
義
語
、
多
義
語

大
阿
蘇　
三
好
達
治

漢
字
を
身
に
つ
け
よ
う
❻

文
法
の
窓
2　

助
詞
・
助
動
詞
の
は
た
ら
き

	

投
稿
文	

情
報
を
関
連
づ
け
て
根
拠
を
明
確
に
示
す

自
立
と
は
「
依
存
先
を
増
や
す
こ
と
」 

　

熊
谷
晋
一
郎

共
生
社
会
に
関
す
る
デ
ー
タ

複
数
の
情
報
を
関
連
づ
け
て

考
え
を
ま
と
め
る

漢
字
を
身
に
つ
け
よ
う
❺

漢
字
の
し
く
み
１　

熟
語
の
構
成
・
熟
字
訓

漢
文
の
読
み
方　

漢
詩
の
形
式

漢
詩
の
世
界

コ
ラ
ム　

あ
の
人
の
歌

読
み
方
を
学
ぼ
う
5

物
語
の
転
換
点

平
家
物
語

表
現
プ
ラ
ザ 

 

私
の
「
枕
草
子
」「
徒
然
草
」

枕
草
子
・
徒
然
草

漢
字
を
身
に
つ
け
よ
う
❹

	

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
　
資
料
や
機
器

を
活
用
し
て
効
果
的
に
発
表
す
る

言
葉
発
見
③　

上
位
語
・
下
位
語

読
み
方
を
学
ぼ
う
4

図
表
と
文
章

一
〇
〇
年
後
の
水
を
守
る　
橋
本
淳
司

漢
字
を
身
に
つ
け
よ
う
❸

私
の
読
書
体
験　

生
涯
の
友
と
出
会
う　

小
川
洋
子

壁
に
残
さ
れ
た
伝
言　
井
上
恭
介

文
法
の
窓
１　

用
言
の
活
用

	

短
歌
・
俳
句	

表
現
の
仕
方
を
工
夫
し
て
豊
か
に
表
す

読
み
方
を
学
ぼ
う
3

想
像

短
歌
十
首

コ
ラ
ム　

音
の
数
え
方
と
句
切
れ

短
歌
の
世
界　
俵
万
智

漢
字
を
身
に
つ
け
よ
う
❷

言
葉
発
見
②　

言
葉
の
は
た
ら
き
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

	
手
紙
・
メ
ー
ル	

心
を
こ
め
て
わ
か
り
や
す
く
書
く

人
間
は
他
の
星
に
住
む
こ
と
が
で
き
る

の
か　
渡
部
潤
一

読
み
方
を
学
ぼ
う
2

発
展
的
な
論
の
展
開

じ
ゃ
ん
け
ん
は
、
な
ぜ
グ
ー
・
チ
ョ
キ
・

パ
ー
の
三
種
類
な
の
か　
加
藤
良
平

漢
字
を
身
に
つ
け
よ
う
❶

	

グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
　
互
い
の

考
え
を
尊
重
し
な
が
ら
話
し
合
い
を
深
め
る

言
葉
発
見
①　

敬
語
の
意
味
と
種
類

読
み
方
を
学
ぼ
う
1

人
物
設
定

セ
ミ
ロ
ン
グ
ホ
ー
ム
ル
ー
ム　
戸
森
し
る
こ

名
づ
け
ら
れ
た
葉　
新
川
和
江
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三
年
間
の
文
法
の
総
ま
と
め

文
法
の
ま
と
め

歌
の
言
葉　

さ
く
ら
（
独
唱
）　
［
歌
］
森
山
直
太
朗

	

名
言
集
　
中
学
校
生
活
を
振
り
返
っ
て

漢
字
を
身
に
つ
け
よ
う
❽

坊
っ
ち
ゃ
ん　
夏
目
漱
石

「
文
殊
の
知
恵
」
の
時
代　
北
川
達
夫

漢
字
を
身
に
つ
け
よ
う
❼

読
書
活
動 

　

ブ
ッ
ク
ト
ー
ク

読
み
方
を
学
ぼ
う
6

反
復

故
郷　
魯
迅
［
訳
］
竹
内
好

言
葉
発
見
⑤　

相
手
や
場
に
配
慮
し
た
言
葉
遣
い

コ
ラ
ム　

文
語
定
型
詩
と
口
語
自
由
詩

初
恋　
島
崎
藤
村

漢
字
を
身
に
つ
け
よ
う
❻

文
法
の
窓　

表
現
に
つ
な
が
る
文
法

	

ポ
ス
タ
ー
　
情
報
の
信
頼
性
を
確
か
め

て
考
え
を
発
信
す
る

広
告
の
読
み
比
べ

情
報
社
会
を
生
き
る 

─
メ
デ
ィ
ア
・
リ
テ
ラ
シ
ー　
菅
谷
明
子

複
数
の
情
報
を
関
連
づ
け
て

考
え
を
ま
と
め
る

漢
字
を
身
に
つ
け
よ
う
❺

表
現
プ
ラ
ザ 

 

漢
字
一
字
で
表
現
す
る
と

漢
文
の
読
み
方　

訓
読
の
仕
方
の
確
認

論
語

言
葉
発
見
④　

言
葉
の
現
在
・
過
去
・
未
来

読
み
方
を
学
ぼ
う
5

状
況
・
背
景

お
く
の
ほ
そ
道　
松
尾
芭
蕉

コ
ラ
ム　

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー
ル
と
し
て
の
歌

和
歌
の
世
界 

─
万
葉
集
・
古
今
和
歌
集
・
新
古
今
和
歌
集

漢
字
を
身
に
つ
け
よ
う
❹

	

パ
ブ
リ
ッ
ク
ス
ピ
ー
キ
ン
グ	

状
況
に
応
じ
て
話
す
力
を
養
う

言
葉
発
見
③　

慣
用
句
・
こ
と
わ
ざ
・
故
事
成
語

読
み
方
を
学
ぼ
う
4

具
体
と
抽
象

フ
ロ
ン
規
制
の
物
語
─〈
杞
憂
〉と〈
転
ば
ぬ

先
の
杖
〉
の
は
ざ
ま
で　
神
里
達
博

漢
字
を
身
に
つ
け
よ
う
❸

私
の
読
書
体
験　

谷
間
の
君
へ　

宮
下
奈
都

希
望　
大
石
芳
野

言
葉
発
見
②　

和
語
・
漢
語
・
外
来
語

	

批
評
文	

観
察
・
分
析
を
と
お
し
て
評
価
す
る

読
み
方
を
学
ぼ
う
3

省
略

俳
句
十
句　

コ
ラ
ム　

夏
井
い
つ
き
の
赤
ペ
ン
俳
句
教
室

俳
句
の
世
界　
夏
井
い
つ
き

漢
字
を
身
に
つ
け
よ
う
❷

漢
字
の
し
く
み　

四
字
熟
語

	

課
題
作
文
　
条
件
に
応
じ
て
説
得
力
の

あ
る
文
章
を
書
く

間
の
文
化　
長
谷
川
櫂

読
み
方
を
学
ぼ
う
2

批
判
的
な
読
み

「
批
判
的
に
読
む
」
と
は　
吉
川
芳
則

漢
字
を
身
に
つ
け
よ
う
❶

	

グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
　
合
意
形

成
に
向
け
て
話
し
合
い
を
計
画
的
に
進
め
る

言
葉
発
見
①　

辞
書
の
語
釈

読
み
方
を
学
ぼ
う
1

回
想

握
手　
井
上
ひ
さ
し

岩
が　
吉
野
弘
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合計

140
書写

20時間

３
学
期
制

２
学
期
制

合
計

１
学
期

２
学
期

３
学
期

前
期

後
期

話
す
・
聞
く

4

9

3
8

9

7
8
16

8

書
く

9

11

10

11

19

30

読
む

19

13

9

23

18

41

言
葉
の
特
徴

8

10

3

12

9

21

言
語
文
化

－

12

－

12

－

12

資
料
編

－

－

120

学
期
別
合
計

40

55

25

67

53

合計

140
書写

20時間

３
学
期
制

２
学
期
制

合
計

１
学
期

２
学
期

３
学
期

前
期

後
期

話
す
・
聞
く

4

9

3
8

9

7
8
16

8

書
く

9

10

11

11

19

30

読
む

20

14

9

24

19

43

言
葉
の
特
徴

10

10

3

14

9

23

言
語
文
化

－

8

－

8

－

8

資
料
編

－

－

120

学
期
別
合
計

43

51

26

66

54

合計

105
書写

10時間

３
学
期
制

２
学
期
制

合
計

１
学
期

２
学
期

３
学
期

前
期

後
期

話
す
・
聞
く

4

8

2
7

8

6
7
14

7

書
く

9

6

5

11

9

20

読
む

17

14

5

21

15

36

言
葉
の
特
徴

6

9

1

10

6

16

言
語
文
化

－

9

－

9

－

9

資
料
編

－

－

95

学
期
別
合
計

36

46

13

59

36

1
年

配
当

時
間

教
材
名

2
年

配
当

時
間

教
材
名

3
年

配
当

時
間

教
材
名

3
学
年
の
目
次
一
覧

令
和
３
年
度
版

『
現
代
の
国
語
』

4月1月
授業時数

9月
3学期

後期 前期
2学期 1学期

令
和
３
年
度
版
中
学
校
国
語
教
科
書

内
容
解
説
資
料

こ
の
資
料
は
、
一
般
社
団
法
人
教
科
書
協
会
が
定
め
た
「
教
科
書
発
行
者
行
動
規
範
」
に
則
っ
て
作
成
し
て
い
ま
す
。

説
明

随
想

古
文

小
説

小
説

小
さ
な
図
書
館

食
感
の
オ
ノ
マ
ト
ペ　
早
川
文
代

こ
の
小
さ
な
地
球
の
上
で　
手
塚
治
虫

古
事
記

紅
鯉　
丘
修
三

電
車
は
走
る　
重
松
清

説
明
講
演
録
古
文
小
説

小
説

小
さ
な
図
書
館

水
田
の
し
く
み
を
探
る　
岡
崎
稔

見
え
な
い
チ
カ
ラ
と
キ
セ
キ　
浦
田
理
恵
・
竹
内
由
美

那
須
与
一
─
「
平
家
物
語
」
よ
り

む
さ
ぼ
り　
辻
邦
生

ポ
テ
ト
・
ス
ー
プ
が
大
好
き
な
猫 

　

テ
リ
ー
＝
フ
ァ
リ
ッ
シ
ュ
［
訳
］
村
上
春
樹

評
伝

随
想
古
文
物
語
小
説

小
さ
な
図
書
館

武
器
な
き「
出
陣
」─
千
本
松
原
が
語
り
継
ぐ 

　

船
戸
政
一

「
あ
り
が
と
う
」
と
言
わ
な
い
重
さ　
呉
人
恵

近
世
の
短
詩
─
俳
句
・
川
柳
・
狂
歌

サ
シ
バ
舞
う
空　
石
垣
幸
代
・
秋
野
和
子

高
瀬
舟　
森
鷗
外

情
報
を
活
用
す
る

情
報
探
し
の
方
法

引
用
と
著
作
権

古
典
芸
能
に
親
し
む

落
語
の
世
界

落
語
　
桃
太
郎
　
も
と
し
た
い
づ
み

社
会
生
活
に
生
か
す

メ
モ
を
活
用
す
る

話
し
合
い
の
形
式
を
選
ぶ

辞
典
を
活
用
す
る

手
紙
・
は
が
き
・
メ
ー
ル
の
書
き
方

原
稿
用
紙
の
使
い
方
・
推
敲
の
仕
方

参
考
資
料

日
本
文
学
名
作
集

学
習
用
語
辞
典

語
彙
の
広
が
り

「
思
考
の
方
法
」
一
覧

一
年
生
で
学
ぶ
漢
字
字
典

一
年
生
で
学
ぶ
音
訓

小
学
校
六
年
生
で
学
習
し
た
漢
字

常
用
漢
字
表
音
訓
一
覧

常
用
漢
字
表
付
表

折
り
込
み
　「
読
み
方
を
学
ぼ
う
」
一
覧

情
報
を
活
用
す
る

情
報
探
し
の
方
法

引
用
と
著
作
権

古
典
芸
能
に
親
し
む

歌
舞
伎
の
世
界

歌
舞
伎
　
外
郎
売

社
会
生
活
に
生
か
す

メ
モ
を
活
用
す
る

話
し
合
い
の
形
式
を
選
ぶ

辞
典
を
活
用
す
る

手
紙
・
は
が
き
・
メ
ー
ル
の
書
き
方

原
稿
用
紙
の
使
い
方
・
推
敲
の
仕
方

参
考
資
料

日
本
文
学
名
作
集

学
習
用
語
辞
典

語
彙
の
広
が
り

「
思
考
の
方
法
」
一
覧

二
年
生
で
学
ぶ
漢
字
字
典

二
年
生
で
学
ぶ
音
訓

小
学
校
六
年
生
で
学
習
し
た
漢
字

常
用
漢
字
表
音
訓
一
覧

常
用
漢
字
表
付
表

折
り
込
み
　「
読
み
方
を
学
ぼ
う
」
一
覧

情
報
を
活
用
す
る

情
報
探
し
の
方
法

引
用
と
著
作
権

古
典
芸
能
に
親
し
む

能
・
狂
言
の
世
界

狂
言
　
柿
山
伏

社
会
生
活
に
生
か
す

メ
モ
を
活
用
す
る

話
し
合
い
の
形
式
を
選
ぶ

辞
典
を
活
用
す
る

手
紙
・
は
が
き
・
メ
ー
ル
の
書
き
方

原
稿
用
紙
の
使
い
方
・
推
敲
の
仕
方

参
考
資
料

日
本
文
学
名
作
集

学
習
用
語
辞
典

語
彙
の
広
が
り

「
思
考
の
方
法
」
一
覧

三
年
生
で
学
ぶ
漢
字
字
典

三
年
生
で
学
ぶ
音
訓

小
学
校
六
年
生
で
学
習
し
た
漢
字

常
用
漢
字
表
音
訓
一
覧

常
用
漢
字
表
付
表

折
り
込
み
　「
読
み
方
を
学
ぼ
う
」
一
覧

読書の広場資料編



［言葉の特徴や使い方］
［情報の扱い方］
［言語文化］

中心的な部分と付加的な部分，事実と意見
との関係などについて叙述をもとに捉え，
要旨を把握する。

ア
構造と内容の
把握場面の展開や登場人物の相互関係，心情の

変化などについて，描写をもとに捉える。 イ

必要な情報に着目して要約し，内容を解釈
する。 ウ

精査・解釈場面と場面，場面と描写などを結びつけて
内容を解釈する。 ウ

文章の構成や展開，表現の効果について根
拠を明確にして考える。 エ

文章を読んで理解したことに基づいて，自
分の考えを確かなものにする。 オ 考えの形成

共有

小
説
／

考
え
を
伝

え
合
う

小
説
／

考
え
を
記

録
す
る

詩
／
考
え

を
伝
え
合

う 随
筆
／

考
え
を
記

録
す
る

物
語
／

考
え
を
伝

え
合
う

物
語
／

考
え
を
伝

え
合
う

詩
／

考
え
を
伝

え
合
う

説
明
／

考
え
を
ま

と
め
る

説
明
・
記
録

／
考
え
を
ま

と
め
る

図
表
／

考
え
を
報

告
す
る

説
明
／

考
え
を
ま

と
め
る

説
明

説
明
／
考
え

を
報
告
す
る

文
種
／

言
語
活
動

少
年
の
日
の
思
い
出

ト
ロ
ッ
コ

そ
れ
だ
け
で
い
い

字
の
な
い
葉
書

空
中
ブ
ラ
ン
コ
乗
り
の

キ
キ

竜 朝
の
リ
レ
ー

意
味
と
意
図

情
報

﹁
み
ん
な
で
い
る
か
ら

大
丈
夫
﹂
の
怖
さ

情
報

防
災
に
関
す
る
デ
ー

タ 玄
関
扉

ペ
ン
ギ
ン
の
防
寒
着

ク
ジ
ラ
の
飲
み
水

教
材
名

話すこと・聞くこと書くこと読むこと（古典）言葉の特徴や使い方／言語文化
［言葉の特徴や使い方］
［情報の扱い方］
［言語文化］

知
識
・
技
能

目的や場面に応じて，日常生活の中から話
題を決める。 ア 話題の設定

情報の収集
内容の検討

思
考
力
・
判
断
力
・
表
現
力

集めた材料を整理し，伝え合う内容を検討
する。 ア

中心的な部分と付加的な部分，事実と意見
の関係に注意して話の構成を考える。 イ 構成の検討

考えの形成
相手の反応をふまえながら，表現を工夫す
る。 ウ 表現，共有
必要に応じて記録したり質問したりしなが
ら話の内容を捉え，共通点や相違点などを
ふまえて，自分の考えをまとめる。

エ 構造と内容の把握，精査・
解釈，考えの形成，共有

話題や展開を捉えながら話し合い，互いの
発言を結びつけて考えをまとめる。 オ 話し合いの進め方の検

討，考えの形成，共有

取
材

編
集
会
議

紹
介

話
し
合
い

紹
介

質
問

意
見

話
し
合
い

言
語
活
動

グ
ル
ー
プ
新
聞

一
年
間
の
自
分
と
ク
ラ
ス

を
振
り
返
っ
て

読
書
活
動

ブ
ッ
ク
ク
ラ
ブ

情
報

複
数
の
情
報
を
関
連
づ

け
て
考
え
を
ま
と
め
る

ス
ピ
ー
チ

構
成
を
工
夫
し
て
魅
力

を
伝
え
る

グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

話
題
や
展
開
に
そ
っ
て
話

し
合
い
を
つ
な
げ
る

教
材
名

［言葉の特徴や使い方］
［情報の扱い方］
［言語文化］

目的や意図に応じて，日常生活の中から題
材を決める。 ア 題材の設定

情報の収集
内容の検討集めた情報を整理し，伝えたいことを明確

にする。 ア

中心が明確になるように，段落の役割など
を意識して文章の構成や展開を考える。 イ 構成の検討

根拠を明確にしながら，自分の考えが伝わ
る文章になるように工夫する。 ウ 考えの形成

記述
読み手の立場に立って文章を整える。［表
記・語句の用法・叙述の仕方］ エ 推敲
根拠の明確さなどについて，読み手からの
助言などをふまえ，自分の文章のよい点や
改善点を見いだす。

オ 共有

記
録

編
集

意
見

創
作

案
内

報
告

創
作

随
筆

説
明

記
録

引
用

言
語
活
動

グ
ル
ー
プ
新
聞

一
年
間
の
自
分
と
ク
ラ
ス

を
振
り
返
っ
て

意
見
文

根
拠
を
明
確
に
し
て
考
え

を
述
べ
る

詩思
い
や
発
見
を
リ
ズ
ム
に

乗
せ
る

行
事
案
内
リ
ー
フ
レ
ッ
ト

必
要
な
情
報
を
わ
か
り
や

す
く
伝
え
る

表
現
プ
ラ
ザ

変
わ
り
身
の
上
話

随
筆

体
験
に
向
き
合
い
意
味
づ

け
る

レ
ポ
ー
ト

調
べ
た
こ
と
を
整
理
し
て

わ
か
り
や
す
く
ま
と
め
る

教
材
名

［言葉の特徴や使い方］
［情報の扱い方］
［言語文化］

目的や意図に応じて，社会生活の中から題
材を決める。 ア 題材の設定

情報の収集
内容の検討多様な方法で集めた材料を整理し，伝えた

いことを明確にする。 ア

伝えたいことがわかりやすく伝わるように，
段落相互の関係などを明確にし，文章の構
成や展開を工夫する。

イ 構成の検討
根拠の適切さを考えて説明や具体例を加え
たり，表現の効果を考えて描写したりするな
ど，考えが伝わる文章になるように工夫する。

ウ 考えの形成
記述

読み手の立場に立って，表現の効果などを
確かめて，文章を整える。 エ 推敲
表現の工夫とその効果などについて，読み
手からの助言などをふまえ，自分の文章の
よい点や改善点を見いだす。

オ 共有

編
集

意
見

創
作

投
稿

随
筆

創
作

手
紙

メ
ー
ル

言
語
活
動

情
報
誌

地
域
の
魅
力
を
振
り
返
っ

て 論
説
文

構
成
を
工
夫
し
て
考
え

を
伝
え
る

創
作
文

読
み
た
く
な
る
し
く
み

を
工
夫
す
る

投
稿
文

情
報
を
関
連
づ
け
て
根

拠
を
明
確
に
示
す

表
現
プ
ラ
ザ

私
の﹁
枕
草
子
﹂﹁
徒
然
草
﹂

短
歌
・
俳
句

表
現
の
仕
方
を
工
夫
し
て

豊
か
に
表
す

手
紙
・
メ
ー
ル

心
を
こ
め
て
わ
か
り
や
す

く
書
く

教
材
名

［言葉の特徴や使い方］
［情報の扱い方］
［言語文化］

目的や意図に応じて，社会生活の中から題
材を決める。 ア 題材の設定

情報の収集
内容の検討集めた材料の客観性や信頼性を確認し，伝

えたいことを明確にする。 ア

文章の種類を選択し，多様な読み手を説得
できるように論理の展開などを考えて，文
章の構成を工夫する。

イ 構成の検討
表現の仕方を考えたり資料を適切に引用し
たりするなど，自分の考えがわかりやすく
伝わる文章になるように工夫する。

ウ 考えの形成
記述

目的や意図に応じた表現になっているかな
どを確かめて，文章全体を整える。 エ 推敲
論理の展開などについて，読み手からの助
言などをふまえ，自分の文章のよい点や改
善点を見いだす。

オ 共有

編
集

編
集

紹
介

批
評

論
述

言
語
活
動

名
言
集

中
学
校
生
活
を
振
り
返

っ
て

ポ
ス
タ
ー

情
報
の
信
頼
性
を
確
か

め
て
考
え
を
発
信
す
る

表
現
プ
ラ
ザ

漢
字
一
字
で
表
現
す
る

と 批
評
文

観
察
・
分
析
を
と
お
し

て
評
価
す
る

課
題
作
文

条
件
に
応
じ
て
説
得
力

の
あ
る
文
章
を
書
く

教
材
名

［言葉の特徴や使い方］［情報の扱い方］

文語のきまりや訓読の仕方を知る。 ア

伝統的な言語
文化

古文や漢文を音読し，古典特有のリズムをと
おして古典の世界に親しむ。 ア

古典にはさまざまな種類の作品があることを
知る。 イ

中心的な部分と付加的な部分，事実と意見との関係
などについて叙述をもとに捉え，要旨を把握する。 ア 構造と内容の

把握場面の展開や登場人物の相互関係，心情の変
化などについて，描写をもとに捉える。 イ

必要な情報に着目して要約し，内容を解釈する。 ウ

精査・解釈場面と場面，場面と描写などを結びつけて内
容を解釈する。 ウ

文章の構成や展開，表現の効果について根拠
を明確にして考える。 エ

文章を読んで理解したことに基づいて，自分
の考えを確かなものにする。 オ 考えの形成，共有

解
説

︵
漢
文
︶

漢
文
／

考
え
を
記

録
す
る

解
説

︵
古
文
︶

古
文
／

考
え
を
伝

え
合
う

解
説

︵
古
文
︶

文
種
／

言
語
活
動

訓
読
の
仕
方

故
事
成
語
│
矛
盾

古
典
の
仮
名
遣
い

竹
取
物
語

月
を
思
う
心

教
材
名

［言葉の特徴や使い方］［情報の扱い方］
作品の特徴を生かして朗読し，古典の世界に
親しむ。 ア 伝統的な言語

文化現代語訳や語注などを手がかりに作品を読み，
古典に表れたものの見方や考え方を知る。 イ

全体と部分との関係に注意しながら，主張と
例示の関係などを捉える。 ア 構造と内容の

把握全体と部分との関係に注意しながら，登場人
物の設定の仕方などを捉える。 ア

目的に応じて複数の情報を整理しながら適切
な情報を得て，内容を解釈する。 イ

精査・解釈
登場人物の言動の意味などについて考えて，
内容を解釈する。 イ

文章と図表などを結びつけ，その関係をふま
えて内容を解釈する。 ウ

観点を明確にして文章を比較するなどし，文章
の構成や論理の展開，表現の効果について考える。 エ

文章を読んで理解したことや考えたことを知識や経
験と結びつけ，自分の考えを広げたり深めたりする。 オ 考えの形成，共有

解
説

︵
漢
文
︶

漢
文
／

考
え
た
こ
と

を
伝
え
合
う

古
文
／

考
え
た
こ
と

を
伝
え
合
う

古
文
／

考
え
た
こ
と

を
伝
え
合
う

文
種
／

言
語
活
動

漢
詩
の
形
式

漢
詩
の
世
界

平
家
物
語

枕
草
子
・

徒
然
草

教
材
名

［言葉の特徴や使い方］［情報の扱い方］
歴史的背景などに注意して古典を読み，その
世界に親しむ。 ア

伝統的な言語
文化長く親しまれている言葉や古典の一節を引用

するなどして使う。 イ

文章の種類をふまえて，論理や物語の展開の
仕方などを捉える。 ア 構造と内容の把握

文章を批判的に読みながら，文章に表れてい
るものの見方や考え方について考える。 イ

精査・解釈
文章の構成や論理の展開，表現の仕方につい
て評価する。 ウ

文章を読んで考えを広げたり深めたりして，人
間，社会，自然などについて，自分の意見をもつ。 エ 考えの形成，共有

解
説

︵
漢
文
︶

漢
文
／

討
論
・
文
章

に
ま
と
め
る

古
文
／

批
評
・
考
え

を
伝
え
合
う

古
文
・
解
説

／
批
評
・
考
え

を
伝
え
合
う

文
種
／

言
語
活
動

訓
読
の
仕
方
の
確
認

論
語

お
く
の
ほ
そ
道

和
歌
の
世
界

教
材
名

音声のはたらきやしくみについて理解を深める。 ⑴ア

言葉の特徴や
使い方

常用漢字を読む。（300字～400字程度） ⑴イ

小学校で学んだ漢字を書き，文や文章の中で
使う。 ⑴イ

事象や行為，心情を表す語句の量を増す。 ⑴ウ

語句の辞書的な意味と文脈上の意味に注意し
て使い，語感を磨き語彙を豊かにする。 ⑴ウ

単語の類別について理解する。 ⑴エ

指示する語句や接続する語句の役割について
理解を深める。 ⑴エ

比喩・反復・倒置・体言止めなどの表現技法
を理解し使う。 ⑴オ

情報と情報との関係 情報の整理 ⑵ 情報の扱い方

共通語と方言の果たす役割について理解する。 ⑶ウ 言語文化

漢
字

漢
字

文
法

言
葉
の
特
徴

や
使
い
方

言
葉
の
特
徴

や
使
い
方

言
葉
の
特
徴

や
使
い
方

言
葉
の
特
徴

や
使
い
方

言
葉
の
特
徴

や
使
い
方

分
野

漢
字
を
身
に
つ
け

よ
う
❶
～
❾

漢
字
の
し
く
み

１
～
３

文
法
の
窓
１
・
２

／
文
法
の
ま
と
め

言
葉
発
見
⑤

方
言
と
共
通
語

言
葉
発
見
④

比
喩
・
倒
置
・
反
復
・

対
句
・
体
言
止
め

言
葉
発
見
③

接
続
す
る
語
句
・

指
示
す
る
語
句

言
葉
発
見
②

話
し
言
葉
と
書
き

言
葉

言
葉
発
見
①

音
声
の
し
く
み
と

は
た
ら
き

教
材
名

言葉には，相手の行動を促すはたらきがあることに気づく。 ⑴ア

言葉の特徴や
使い方

話し言葉と書き言葉の特徴について理解する。 ⑴イ

常用漢字を読む。（350字～450字程度） ⑴ウ

小学校で学んだ漢字を書き，文や文章の中で使う。 ⑴ウ

抽象的な概念を表す語句の量を増す。 ⑴エ
類義語と対義語，同音異義語や多義的な意味
を表す語句などについて理解して使い，語感
を磨き語彙を豊かにする。

⑴エ

単語の活用について理解する。 ⑴オ

助詞や助動詞のはたらきについて理解する。 ⑴オ

文の成分の順序や照応など文の構成について理解する。 ⑴オ

話や文章の構成や展開について理解を深める。 ⑴オ

敬語のはたらきについて理解し，話や文章の中で使う。 ⑴カ
情報と情報との関係 情報の整理 ⑵ 情報の扱い方

漢
字

漢
字

文
法

言
葉
の

特
徴
や

使
い
方

言
葉
の

特
徴
や

使
い
方

言
葉
の

特
徴
や

使
い
方

言
葉
の

特
徴
や

使
い
方

分
野

漢
字
を
身
に
つ
け

よ
う
❶
～
❾

漢
字
の
し
く
み

１
・
２

文
法
の
窓
１
・
２

／
文
法
の
ま
と
め

言
葉
発
見
④

類
義
語
・
対
義

語
、
多
義
語

言
葉
発
見
③

上
位
語
・
下
位
語

言
葉
発
見
②

言
葉
の
は
た
ら
き
と

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

言
葉
発
見
①

敬
語
の
意
味
と
種

類 教
材
名

常用漢字の大体を読む。 ⑴ア

言葉の特徴や
使い方

小学校で学んだ漢字を書き，文や文章の中で
使い慣れる。 ⑴ア

理解したり表現したりするために必要な語句
の量を増す。 ⑴イ

慣用句や四字熟語などについて理解を深め，
話や文章の中で使う。 ⑴イ

和語，漢語，外来語などを使い分け，語感を
磨き語彙を豊かにする。 ⑴イ

話や文章の種類とその特徴について理解を深
める。 ⑴ウ

敬語などの相手や場に応じた言葉遣いを理解
し，適切に使う。 ⑴エ

情報と情報との関係 情報の整理 ⑵ 情報の扱い方
時間の経過による言葉の変化や世代による言
葉の違いについて理解する。 ⑶ウ 言語文化

漢
字

漢
字

文
法

言
葉
の

特
徴
や

使
い
方

言
葉
の

特
徴
や

使
い
方

言
葉
の

特
徴
や

使
い
方

言
葉
の

特
徴
や

使
い
方

言
葉
の

特
徴
や

使
い
方

分
野

漢
字
を
身
に
つ
け
よ
う

❶
～
❽

漢
字
の
し
く
み

四
字
熟
語

文
法
の
窓

表
現
に
つ
な
が
る
文
法

／
文
法
の
ま
と
め

言
葉
発
見
⑤

相
手
や
場
に
配
慮
し
た

言
葉
遣
い

言
葉
発
見
④

言
葉
の
現
在
・
過
去
・

未
来

言
葉
発
見
③

慣
用
句
・
こ
と
わ
ざ
・

故
事
成
語

言
葉
発
見
②

和
語
・
漢
語
・
外
来
語

言
葉
発
見
①

辞
書
の
語
釈

教
材
名

学習指導要領
指導事項

学習指導要領
指導事項

学習指導要領
指導事項

学習指導要領
指導事項

［言葉の特徴や使い方］
［情報の扱い方］
［言語文化］

知
識
・
技
能

目的や場面に応じて，社会生活の中から話
題を決める。 ア 話題の設定

情報の収集
内容の検討

思
考
力
・
判
断
力
・
表
現
力

異なる立場や考えを想定しながら集めた材
料を整理し，伝え合う内容を検討する。 ア

自分の立場や考えが明確になるように，根
拠の適切さや論理の展開などに注意して，
話の構成を工夫する。

イ 構成の検討
考えの形成

資料や機器を用いるなどして，自分の考え
がわかりやすく伝わるように表現を工夫する。 ウ 表現，共有

論理の展開などに注意して聞き，話し手の
考えと比較しながら，自分の考えをまとめる。 エ 構造と内容の把握，精査・

解釈，考えの形成，共有
互いの立場や考えを尊重しながら話し合
い，結論を導くために考えをまとめる。 オ 話し合いの進め方の検

討，考えの形成，共有

取
材

編
集
会
議

提
案

討
論

説
明

提
案

議
論

言
語
活
動

情
報
誌

地
域
の
魅
力
を
振
り
返
っ

て 読
書
活
動

ビ
ブ
リ
オ
バ
ト
ル

情
報

複
数
の
情
報
を
関
連
づ

け
て
考
え
を
ま
と
め
る

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

資
料
や
機
器
を
活
用
し

て
効
果
的
に
発
表
す
る

グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

互
い
の
考
え
を
尊
重
し
な

が
ら
話
し
合
い
を
深
め
る

教
材
名

［言葉の特徴や使い方］
［情報の扱い方］
［言語文化］

知
識
・
技
能

目的や場面に応じて，社会生活の中から話
題を決める。 ア 話題の設定

情報の収集
内容の検討

思
考
力
・
判
断
力
・
表
現
力

多様な考えを想定しながら材料を整理し，
伝え合う内容を検討する。 ア

自分の立場や考えを明確にし，相手を説得
できるように論理の展開などを考えて，話
の構成を工夫する。

イ 構成の検討
考えの形成

場の状況に応じて言葉を選ぶなど，自分の
考えがわかりやすく伝わるように表現を工
夫する。

ウ 表現，共有
話の展開を予測しながら聞き，聞き取った
内容や表現の仕方を評価して，自分の考え
を広げたり深めたりする。

エ 構造と内容の把握，精査・
解釈，考えの形成，共有

進行の仕方を工夫したり互いの発言を生か
したりしながら話し合い，合意形成に向け
て考えを広げたり深めたりする。

オ 話し合いの進め方の検
討，考えの形成，共有

取
材

編
集
会
議

提
案

討
論

提
案

主
張

議
論

言
語
活
動

名
言
集

中
学
校
生
活
を
振
り
返

っ
て

読
書
活
動

ブ
ッ
ク
ト
ー
ク

情
報

複
数
の
情
報
を
関
連
づ

け
て
考
え
を
ま
と
め
る

パ
ブ
リ
ッ
ク
ス
ピ
ー
キ
ン
グ

状
況
に
応
じ
て
話
す
力

を
養
う

グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

合
意
形
成
に
向
け
て
話
し

合
い
を
計
画
的
に
進
め
る

教
材
名

［言葉の特徴や使い方］
［情報の扱い方］
［言語文化］

全体と部分との関係に注意しながら，主張
と例示の関係などを捉える。 ア 構造と内容の

把握全体と部分との関係に注意しながら，登場
人物の設定の仕方などを捉える。 ア

目的に応じて複数の情報を整理しながら適
切な情報を得て，内容を解釈する。 イ

精査・解釈
登場人物の言動の意味などについて考えて，
内容を解釈する。 イ

文章と図表などを結びつけ，その関係をふ
まえて内容を解釈する。 ウ

観点を明確にして文章を比較するなどし，文章の
構成や論理の展開，表現の効果について考える。 エ

文章を読んで理解したことや考えたことを知識や経
験と結びつけ，自分の考えを広げたり深めたりする。 オ 考えの形成

共有

小
説
／

考
え
た
こ
と

を
伝
え
合
う

小
説
／

考
え
た
こ
と

を
伝
え
合
う

詩
／

考
え
た
こ
と

を
伝
え
合
う

短
歌
／

引
用
し
て
解

説
す
る

小
説
／

考
え
た
こ
と

を
伝
え
合
う

詩
／

考
え
た
こ
と

を
伝
え
合
う

評
論
／

考
え
た
こ
と

を
ま
と
め
る

解
説
／

説
明
す
る

図
表
／

考
え
た
こ
と

を
説
明
す
る

評
論
／

考
え
た
こ
と

を
ま
と
め
る

報
告
／

考
え
た
こ
と

を
ま
と
め
る

説
明

説
明
／
説

明
す
る

文
種
／

言
語
活
動

走
れ
メ
ロ
ス

小
さ
な
手
袋

大
阿
蘇

短
歌
の
世
界
／

短
歌
十
首

セ
ミ
ロ
ン
グ
ホ
ー
ム
ル

ー
ム

名
づ
け
ら
れ
た
葉

動
物
園
で
で
き
る
こ
と

情
報

自
立
と
は
﹁
依
存
先
を

増
や
す
こ
と
﹂

情
報

共
生
社
会
に
関
す
る

デ
ー
タ

一
〇
〇
年
後
の
水
を
守

る 壁
に
残
さ
れ
た
伝
言

じ
ゃ
ん
け
ん
は
、
な
ぜ
グ
ー
・
チ

ョ
キ
・
パ
ー
の
三
種
類
な
の
か

人
間
は
他
の
星
に
住

む
こ
と
が
で
き
る
の
か

教
材
名

［言葉の特徴や使い方］
［情報の扱い方］
［言語文化］

文章の種類をふまえて，論理や物語の展開
の仕方などを捉える。 ア 構造と内容の

把握
文章を批判的に読みながら，文章に表れて
いるものの見方や考え方について考える。 イ

精査・解釈
文章の構成や論理の展開，表現の仕方につ
いて評価する。 ウ

文章を読んで考えを広げたり深めたりして，人
間，社会，自然などについて，自分の意見をもつ。 エ 考えの形成

共有

小
説
／

批
評
す
る

小
説
／

批
評
す
る

詩
／

考
え
を
伝
え
合

う 解
説

俳
句
／

批
評
す
る

小
説
／

批
評
す
る

詩
／

考
え
を
伝
え
合

う 論
説
／

考
え
を
文
章
に

ま
と
め
る

実
用
的
な
文
章
／

実
生
活
へ
の
生
か

し
方
を
考
え
る

論
説
／

討
論
す
る

論
説
／

考
え
を
文
章
に

ま
と
め
る

随
想
／

討
論
す
る

評
論

評
論
／
考
え
を
文

章
に
ま
と
め
る

文
種
／

言
語
活
動

坊
っ
ち
ゃ
ん

故
郷

初
恋

俳
句
の
世
界
／
俳
句
十
句

握
手

岩
が

﹁
文
殊
の
知
恵
﹂
の
時
代

情
報

広
告
の
読
み
比
べ

情
報

情
報
社
会
を
生
き
る

フ
ロ
ン
規
制
の
物
語

希
望

﹁
批
判
的
に
読
む
﹂
と
は

間
の
文
化

教
材
名

1
年

2
年

3
年

つ
け
た
い
力
と
言
語
活
動
一
覧

令
和
３
年
度
版

『
現
代
の
国
語
』

読むこと 学習指導要領
指導事項

つ
け
た
い
力

つ
け
た
い
力

つ
け
た
い
力


